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2024－2025 年度
国際ロータリーとロータリー財団の年次目標

　ロータリーの新しいビジョン実現に向け、新たな行動計画の土台となる4つの優先事項が定められま
した。

優先事項1　「より大きなインパクトをもたらす」の目標
　1．ポリオを根絶し、ロータリーの役割を強調し、ポリオのない世界のための計画を立てる。
　2．ロータリー財団への寄付全般を増やし、2025年までに20億2,500万ドルの恒久基金を築く。
　3．クラブ、地区、国際レベルで、地域社会の調査およびプロジェクトとプログラムの測定を奨励する。

優先事項2　「参加者の基盤を広げる」の目標
　1．クラブとロータリーファミリーの多様性、公平さ、インクルージョンを育むための活動を推進する。
　2．既存の関係を強化し、ロータリーの行動計画に沿った新たなパートナーシップを築く。
　3．革新的なクラブと新しい参加経路を確立し、発展させる。
　4．地元と海外の地域社会におけるロータリーと会員のインパクトに対する認識と理解を高める。

優先事項3　「参加者の積極的なかかわりを促す」の目標
　1．会員のニーズに応え、会員維持率を高めるためにクラブを支える会員参加のためのツールを充実

させる。
　2．参加者、特にロータリークラブとローターアクトクラブ間の協力とつながりを強化する。
　3．職業上のつながりを育み、リーダーシップスキルを養うためにロータリーを通じて提供される機

会を紹介する。

優先事項4　「適応力を高める」の目標
　1．より大きな協力と運営効率を促進するための革新的なアプローチを試行することにより、地域の

適応力を支える。
　2．ロータリーのリーダーシップとガバナンスにおいて、多様性、公平さ、インクルージョンを支援

する。

ロータリーのビジョン声明

「私たちは、世界で、地域社会で、そして自分自身の中で、持続可能な良い変化を

生むために、人びとが手を取り合って行動する世界を目指しています」
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③　クラブ優秀賞（ロータリー賞）へのチャレンジ
　クラブ優秀賞は、その年のクラブの優れた業績や功績を表彰します。目標には会員増強・維持、
持続可能なプロジェクトの立案、財団の寄付、地域社会での奉仕活動や公共イメージ向上等が含ま
れています。分区の推進者はガバナー補佐、地区は目標達成を支援します。
　　目標：全ロータリークラブ、ローターアクトクラブの受賞。

④　会員維持率の向上と増強
　クラブにDEIを取り入れ強化し会員維持力を高めましょう。会員増強は最大の課題、「仲間を増や
し共に成長しよう」。待っていても、入会希望者は現れません。全会員が協力し、クラブを活性化し
ましょう。7月から10月までの4か月間を会員増強強化期間とし、11月の地区大会で表彰いたします。

⑤　ポリオ根絶のためのプロジェクト
　ポリオ根絶はロータリーの最優先事項です。ポリオ根絶99.9％、残り0.1％の実現まであと一歩。
当年度はエンドポリオに重点を置き、ここに精力を集中させたいと考えます。2024年世界ポリオデー
に共に行動しましょう。青少年奉仕委員会を中心にエンドポリオをテーマとする「奉仕プロジェクト」
を企画します。全クラブの参加をお願いします。

⑥　公共イメージの向上
　公共イメージ委員会とIT委員会を統合、「公共イメージ・ICT（情報通信技術：Information and 
Communication Technology）推進委員会」とします。積極的に活動しロータリーの認知度向上に努め
ましょう。ロータリー活動に貢献できるようなデジタル化を推進します。正しいロータリーロゴの
使用。

⑦　青少年育成事業の推進
　未来を担うリーダーの育成につとめましょう。インターアクト、青少年奉仕、RYLA、青少年交換
への支援および協力を強化しましょう。

⑧　ローターアクトクラブの活性化
　今年度から青少年奉仕委員会から独立、ガバナー直轄委員会とします。クラブの活性化を図ります。
将来のヤングロータリアンとしてのローターアクトとの交流を深めましょう。クラブ財団寄付目標
を100ドル（寄付分類は問わない）とします。RAC合同ガバナー公式訪問を実施します。

⑨　地区研修委員会が地区ラーニング委員会に
　研修モデルからラーニングモデルの変更について、地区研修リーダは地区ラーニングファシリテー
ターに、クラブ研修リーダーはクラブ・ラーニングファシリテーターとなります。会員自らが積極
的にラーニング（学び）を関与しましょう。クラブにラーニングファシリテーターの任命を奨励しま
す。

⑩　My ROTARY（マイロータリー）の登録推進
　各種手続きや記録の確認がオンライン上で行えるのみならず、様々なロータリー情報に触れ、研
修の機会も得ることができ、活動に欠かせない情報源です。ラーニングセンターには基本的な情報
を学べる豊富なコースや学習プランが含まれています。
　　My ROTARYを活用しましょう。

⑪　RLIへの積極的参加
　RLI（Rotary　Leadership　Institute）は、ロータリーにおける最大の草の根の指導力育成プログラ
ムです。一人でも多くのメンバーがロータリー活動に理解を深め、活力あるクラブ創生に力を出せ
るよう参加推進をお願いします。特に会長は率先して参加してください。

⑫　メークアップの奨励
　クラブ間交流を深め、情報交換をし、他クラブの雰囲気を体験し、他クラブにおける見習う点を
自クラブに取り入れましょう。他クラブの活動を垣間見ることも必要、名刺交換から交流が始まり
ます。まずは近隣クラブのメークアップから始め、クラブでの体験を魅力的なものにしましょう。

⑬　ロータリー希望の風奨学金への支援を継続
　東日本大震災により災害遺児となった青少年への教育支援の輪を広げましょう。大久保年度を引
継ぎ、公式訪問に例会で一人1000円の寄付を任意でお願いいたします。

⑭　国際大会（カルガリー）へ参加しましょう
　ロータリー最大のイベントで、世界中から集うロータリアンと友情と親睦を深め一生の思い出を
つくりましょう。カルガリー（カナダ）国際大会は2025年6月21日（土）～25日に開かれます。皆さま
の参加をお待ちしています。
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【スローガン】

B E  T H E  I N S P I R A T I O N
“ 元気な一歩、共に成長するクラブの力 ”

【地区数値目標】

①　会員数　（ロータリアン・ローターアクター）　～　会員基盤の向上　～
　　地区　2,000名
　　・ロータリークラブ　　　純増　2名
　　・ローターアクトクラブ　純増　1名

②　ロータリー財団寄付　～　世界でよいことをしよう　～
　　1．年次基金寄付　　　　　150ドル／人
　　2．ポリオ・プラス基金　　  30ドル／人
　　3．恒久基金（ベネファクター）　クラブ一人以上
　　4．ポリオ・プラス・ソサエティ（PPS）会員　クラブ一人以上
　　5．ポール・ハリス・ソサエティ（PHS）会員　地区100人以上維持

③　米山記念奨学会　～　米山奨学生・学友の育成、支援のために　～
　　会員一人当たり25,000円　（普通寄付5,000円、特別寄付20,000円）

④　My ROTARY会員登録　　75％　　～　活動に欠かせない情報源　～

【地区行動目標】

①　DEI（Diversity 多様性　Equity 公平性　Inclusion インクルージョン）の促進
　（１）多様性：全てに門戸を開放する
　（２）公平性：誰もが公平で大切にされる
　（３）インクルージョン：多様性を受け入れ、互いに認め合い、皆が活躍できる
　　このような環境であるかを常に認識し、DEIを推進してください。

②　平和の推進者になる
　　ロータリー平和センターの支援。平和構築手段の一つ「四つのテスト」を実践する。
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⑬　ロータリー希望の風奨学金への支援を継続
　東日本大震災により災害遺児となった青少年への教育支援の輪を広げましょう。大久保年度を引
継ぎ、公式訪問に例会で一人1000円の寄付を任意でお願いいたします。

⑭　国際大会（カルガリー）へ参加しましょう
　ロータリー最大のイベントで、世界中から集うロータリアンと友情と親睦を深め一生の思い出を
つくりましょう。カルガリー（カナダ）国際大会は2025年6月21日（土）～25日に開かれます。皆さま
の参加をお待ちしています。

【地区数値目標】

①　会員数　（ロータリアン・ローターアクター）　～　会員基盤の向上　～
　　地区　2,000名
　　・ロータリークラブ　　　純増　2名
　　・ローターアクトクラブ　純増　1名

②　ロータリー財団寄付　～　世界でよいことをしよう　～
　　1．年次基金寄付　　　　　150ドル／人
　　2．ポリオ・プラス基金　　  30ドル／人
　　3．恒久基金（ベネファクター）　クラブ一人以上
　　4．ポリオ・プラス・ソサエティ（PPS）会員　クラブ一人以上
　　5．ポール・ハリス・ソサエティ（PHS）会員　地区100人以上維持

③　米山記念奨学会　～　米山奨学生・学友の育成、支援のために　～
　　会員一人当たり25,000円　（普通寄付5,000円、特別寄付20,000円）

④　My ROTARY会員登録　　75％　　～　活動に欠かせない情報源　～

【地区行動目標】

①　DEI（Diversity 多様性　Equity 公平性　Inclusion インクルージョン）の促進
　（１）多様性：全てに門戸を開放する
　（２）公平性：誰もが公平で大切にされる
　（３）インクルージョン：多様性を受け入れ、互いに認め合い、皆が活躍できる
　　このような環境であるかを常に認識し、DEIを推進してください。

②　平和の推進者になる
　　ロータリー平和センターの支援。平和構築手段の一つ「四つのテスト」を実践する。
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　本年度、地区社会奉仕委員
会総括委員長を仰せつかりま
した關本淳一（土浦ＲＣ）で
す。一昨年、昨年に引き続き
まして3年目の総括委員長ラ
ストイヤーとなる本年は、月

信編集委員長のお取り計らいにより、7月「母子の健
康」、10月「地域社会の経済発展」、12月「疾病予防
と治療」、3月「水と衛生」、4月「環境」の5回、それ
以外に社会奉仕委員会の報告等で数回、当紙面に登場
させていただく事となりました。このように多数の寄
稿機会を頂きましたので、あまり畏まらず、読みやす
いコラムのような文章にできればと考えております。
お目汚しですが、どうぞお付き合いください。
　さて、「母子の健康」です。「母親」と「子ども」の「健康」
を考える月。
　なにかとジェンダーだの、ＬＢＧＴにＱが付いたり、
さらに＋（プラス）を足したり、ちょっと見ない間に
あっという間に成長する他人の子供のように変化・成
長を遂げるこの界隈で、なんで「女性」でなくて「母親」
なんだ、とか、男手一つで子育てしてるオレは蚊帳の
外なのか、とか色々とご意見が出てこないのは、ロー
タリアンが沈黙を美徳とするからなのか、はたまた「母
子と健康月間」が外部に認知されていないからなのか。
何れにせよロータリークラブとしては、子供は世界の
宝だ、そしてそれを育てるお母さんも健康でなければ
宝である子どもを育んでいくことはできないんだ、と
決意して何か行動を起こしているんですね。
　では一体、具体的にはどんな活動をしているので
しょうか。
　「母子の健康」・「ロータリークラブ」で検索すると、
数多の検索結果がヒットして、どれも概ね同じ内容が
書かれています。

　・毎年5歳未満で590万人（1万7千人／日）が死亡
している。

　・死因は予防できるものがほとんど。
　・ロータリーでは教育や予防接種を行っている。

　5歳未満590万人、この数字は日本にいるとあまり
実感が湧きません。因みに日本政府は同数値に対して
は未発表（一説によると400人前後）。正直なところ、
いまいちピンとこないですよね。
　母数や集計方法その他の違いにより、統計上の子ど
もの「死亡者数」には大きな差異があったため、次は
比較的差異の少なかった「0歳児の死亡率」（1000人
当たりの死者数）から考察してみたいと思います。各
地域・国での1000人当たり死者数は以下のとおり。

　・世界全体 27人
　・アフリカ地域 53人

　・先進国全体 5人
　・日本 0.04人

　平明に言えば、途上国の子ども
たちの死亡率は、日本の10倍・
100倍ではなく、1000倍・10000倍
の単位でした。ここまで乖離があ
ると、実感として、若しくは直感
的に理解するのが困難な差だと思います。
　「子どもの健康」を考えた場合、そこには「身体的
な健康」と「精神的な健康」があり、世界的にみれば
重視されるのは、ポリオ撲滅や飢餓根絶のような命を
つなぐ「身体的な健康」になります。しかしこのよう
な日本の現状に鑑みれば、我が国で重視されるのは、
引きこもりや発達障害・虐待のような「精神的な健康」
になってくるでしょう。どちらの方が大切という問題
ではないですが、思考の土台と方向性が同じではない、
という理解をしておくことは重要だと思います。
　これは国際ロータリーと日本のロータリーにも言え
ることではないでしょうか。
　世界的にみれば、人口は爆発的に増加していますし、
それ以上にエネルギー消費は増え続け、物価・金利は
上昇しています。ロータリークラブの会員数は世界で
122万人以上、インドや韓国では会員数が増加の一途
を辿っており、世界的にもクラブ数が増加、特にロー
ターアクトクラブの活動が活発化しています。
　翻って日本はどうでしょうか。世界水準と乖離があ
ることは実感として理解できると思います。
　日本のロータリーも国際ロータリーの一員であり、
その目標や理念はＲＩ会長のそれに沿って活動してい
くことが大切だと思います。ただ、世界的な目標・理
念と、私たちの現在置かれている状況を踏まえたそれ
を、完全に適合・迎合させるのは、いたずらに物事を
困難化または矛盾させる可能性があります。
　世界基準で行っていく活動と、日本の実情を基礎と
してアレンジした活動を同時に行うこと、両輪として
活動していくことも素晴らしいことではないでしょう
か。今回でいえば、国際協力の柱として「身体的な健康」
を、国内に向けては主として「精神的な健康」を推進
していけば、きっともっとロータリーは輝ける！ので
はないか、と感じます。
　マクロとミクロ、俯瞰と仰望、ＲＩと2820。北極星
を視界に捉えながら、水面を船灯で照らす、いつの時
代も航海を無事に終えるためには必要なことですね。
大髙丸の安全運航を祈念して、本稿を閉じさせていた
だきます。
　纏まりのないコラムとなりましたが、初めての試み
ですので、どうぞロータリーの友情に免じてご容赦く
ださい。次回は10月「地域社会の経済発展」でお会
いしましょう。

2024-25年度国際ロータリー第2820地区
社会奉仕総括委員長　關本　淳一（土浦RC）

第2820地区
Rotary International District 2820Rotary International District 2820

母子の健康月間に寄せて特別月間
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